
　
大
分
市
議
選
改
選
後
、初
の
予
算
議
会
と
な
っ

た
第
一
回
定
例
議
会
は
、3
月
10
日
〜
29
日
の
会

期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

平
和
と
暮
ら
し
破
壊
の
安
倍
政
権
の

も
と
、将
来
へ
の
不
安
と
閉
塞
感
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、引
き
続
き

「
住
民
の
安
全
と
健
康
、福
祉
を
保
持

す
る
」た
め
全
力
を
あ
げ
て
頑
張
り

ま
す
。

　

安
倍
政
権
が
す
す
め
る
、集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
の
閣
議
決
定
、安
保
法
制
＝
戦
争
法
の
強
行
成
立

な
ど
、「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」に
つ
い
て
、た
だ
し
ま

し
た
。

　

福
間
議
員
は「
政
府
が
3
月
10
日
、南
ス
ー
ダ
ン
派

兵
の
自
衛
隊
員
を
5
月
末
で
撤
収
す
る
決
定
を
し
た
。

日
本
の
国
際
貢
献
は
、憲
法
9
条
に
立
っ
た
非
軍
事

の
人
道
支
援
、民
生
支
援
の
抜
本
的
強
化
へ
と
転
換

す
べ
き
で
あ
る
。集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の「
閣
議

決
定
」を
撤
回
し
、憲
法
違
反
の
安
保
法
制
＝
戦
争
法

の
廃
止
を
政
府
に
強
く
要
求
す
べ
き
」と
た
だ
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、政
府
が
テ
ロ
対
策
を
口
実
に
創
設
を
狙
っ

て
い
る「
共
謀
罪
」（
い
わ
ゆ
る
テ
ロ
等
準
備
罪
）に
つ

い
て
、市
民
の
思
想
や
良
心
の
自
由
へ
の
抑
圧
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
り
、戦
前
、思
想
・
言
論
弾
圧
に
猛

威
を
振
る
っ
た
治
安
維
持
法
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返

さ
ぬ
よ
う
、「
共
謀
罪
」（
テ
ロ
等
準
備
罪
）の
創
設
に

強
く
反
対
す
る
こ
と
を　

求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
安
保
法
制
は
、国
民
の
関
心
が
高
く
す

べ
て
の
国
民
に
か
か
わ
る
重
要
な
法
制
。国
会
で
十

分
な
議
論
に
よ
り
、合
意
形
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
の
改
正
案
は

国
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
る
。国
民
各
層
の
意
見
を

踏
ま
え
た
十
分
な
議
論
が
つ
く
さ
れ
る
よ
う
期
待
し

て
い
る
」と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
大
分
市
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、対

前
年
比
0
・
5
％
増
の
1
，7
8
5
億
4
千
万
円
で

過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。歳
入
の
自
主
財
源
の
市

税
は
、歳
入
構
成
比
44
・
3
％
と
前
年
度
よ
り
3
・

9
％
の
増
、固
定
資
産
税
は
前
年
よ
り
3
・
3
％
の

増
で
、両
税
で
市
税
の
84
・
1
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
依
存
財
源
で
は
、地
方
交
付
税
が
10
・
0
％
、

市
債
が
16
・
7
％
と
前
年
度
よ
り
減
少
、歳
入
の
構

成
比
率
は
47
・
1
％
と
前
年
度
よ
り
5
・
1
％
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、地
方
交
付
税
の
減
は
認
め
ら
れ
な
い

し
、個
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
・
家
屋
の
増
は
市

民
に
重
い
負
担
を
強
い
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、横
尾
土
地
区
画
整
理
事
業
は
聖
域
、新

た
な
ゼ
ネ
コ
ン
向
け
大
型
事
業
と
な
る
豊
予
海
峡

ル
ー
ト
推
進
事
業
、大
企
業
優
遇
の
企
業
立
地
促
進

助
成
金
、市
民
・
職
員
犠
牲
の
行
政
改
革
、不
公
正
を

助
長
す
る
同
和
事
業
。市
民
か
ら
批
判
の
強
い
議
員

の
費
用
弁
償
や
海
外
視
察
費
な
ど
、暮
ら
し
・
福
祉

の
願
い
拡
充
の
思
い
と
は
相
い
れ
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

賃
金
低
下
、社
会
保
障
費
負
担
増
の
な
か
で
、市
民

の
暮
ら
し
を
後
押
し
す
る
支
援
を
強
め
る
た
め
に
は
、

法
人
市
民
税
率
の
引
き
上
げ
、大
企
業
用
地
の
土
地

の
適
正
評
価
な
ど
で
税
収
を
増
や
す
努
力
を
し
、大

型
事
業
、大
企
業
優
遇
、役
割
を
終
え
た
事
業
や
無
駄

遣
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
業
は
廃
止
・
見
直
し
を

断
行
し
て
、市
民
の
く
ら
し
と
福
祉
充
実
の
願
い
に

応
え
る
予
算
に
組
み
か
え
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

●「
原
発
ゼ
ロ
」
の
決
断
と
共
に
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
飛
躍
的
普
及
を

は
か
る
こ
と

●
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
を
中
学
校
卒

業
ま
で
無
料
に

●
新
日
鐵
住
金
の
ば
い
じ
ん
規
制
基
準

の
更
な
る
低
減
を

●
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
、
国
保

税
の
引
き
下
げ
、
介
護
保
険
料
や
利

用
料
の
負
担
軽
減

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設

と
中
小
企
業
の
支
援

そ
の
他
、
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
、
防

災
・
減
災
対
策
、
被
災
者
支
援
、
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
、
農
林
水
産
業
の
振

興
、
公
立
保
育
所
の
新
設
な
ど
提
案
し

ま
し
た
。

〇小中学校普通教室へのエアコン設置（2018年夏休み中学校から着工）
〇大在駅・鶴崎駅・高城駅のバリアフリー化（エレベーター設置など）
〇子ども医療費小中学生の入院医療費の無料化
〇リフォーム助成の新設（中小企業競争力強化支援事業補助金　上限30万円×85件）
〇就学援助入学準備金の前倒し支給（今年度は中学生、来年度から小学生も）
〇学校図書館支援員の拡充（専任配置校が増え50人から60人に）
〇給付型奨学金の対象が20名から25名に拡大（高校入学時に10万円）

日
本
共
産
党
の

総括質問

市
民
の
暮
ら
し
守
る

　
　
　
　
　
施
策
を
提
案

新
体
制
で

　
　
頑
張
り
ま
す
！

皆さんの願いが一歩前進！

憲法違反の安保法制（戦争法）廃止、
「共謀罪」創設に強く反対を

憲法違反の安保法制（戦争法）廃止、
「共謀罪」創設に強く反対を

憲法違反の安保法制（戦争法）廃止、
「共謀罪」創設に強く反対を

憲法違反の安保法制（戦争法）廃止、
「共謀罪」創設に強く反対を

福間 健治 議員

日
本
共
産
党
す

大
分
市
議
団
で

大分市荷揚町２番３１号
市議会日本共産党控室
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こんにちは

1,400
億円

1,600
億円

1,500
億円

1,700
億円

1,800
億円

1,900
億円 一般会計当初予算

年度末現債高

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

単位：億円単位：億円

100
億円

150
億円

200
億円

600
億円

800
億円

700
億円

公債費
（その年の借金）

民生費

土木費

教育費

市民の目線で
厳しくチェック！
市民の目線で
厳しくチェック！
一般会計当初予算は1,785億4千万円で過去最大に一般会計当初予算は1,785億4千万円で過去最大に
願い実現の予算には賛成、
豊予海峡ルート予算などには反対
願い実現の予算には賛成、
豊予海峡ルート予算などには反対
願い実現の予算には賛成、
豊予海峡ルート予算などには反対
願い実現の予算には賛成、
豊予海峡ルート予算などには反対

2017年度予算が決定

釘宮市政釘宮市政 佐藤市政佐藤市政釘宮市政釘宮市政 佐藤市政佐藤市政

633.4

150.4

204.4

213.1

669.1

160.6

204.5

210.9

687.6

151.2

200.5

201.2

734.1

205.9
195.6

196.7

756.6

141.5

198.1

220.5

一般会計歳出負担状況は… 一般会計予算の推移は…

1
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1
7
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．6

1
7
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．0

1
8
0
0
．9（
見
込
み
）

1
7
8
5
．4

1
7
8
3
．1（
見
込
み
）

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

斉藤議員斉藤議員 福間議員福間議員 岩崎議員岩崎議員
暮
ら
し
応
援
の
予
算
組
み
か
え
を

大
企
業
優
遇
な
ど
は
見
直
し
を

こんにちは　日本共産党大分市議団です 2017年4月



所
属
委
員
会
が
決
ま
り
ま
し
た

福
間 

健
治 

議
員

　
○
文
教
常
任
委
員

　
○
地
域
活
性
化
対
策
特
別
委
員

　
○
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

斉
藤 

由
美
子 

議
員

　
○
厚
生
常
任
委
員
　
○
子
ど
も
・
行
革
特
別
委
員

　
○
議
会
活
性
化
推
進
委
員

　
○
同
和
対
策
協
議
会
委
員

岩
崎 

貴
博 

議
員

　
○
経
済
・
環
境
常
任
委
員

　
○
総
合
交
通
対
策
特
別
委
員
　
○
広
報
委
員

　
○
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

共
謀
罪
に
反
対
す
る

　   

意
見
書
が
不
採
択
に

　

こ
ん
に
ち
は　

昨
年
の
4
月
か
ら
、
日
本
共

産
党
大
分
市
議
団
で
事
務
局
を
し
て
い
ま
す
、

吉
光
友
美
で
す
。
現
在
、
2
人
の
男
の
子
の
子

育
て
に
奮
闘
中
の
母
親
で
す
。

　

市
議
団
の
仕
事
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
は
多

く
、
市
政
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
1

年
で
し
た
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
が
取
り
上
げ
る
問
題

は
、
平
和
・
原
発
・
環
境
・
教
育
・
福
祉
・
地

域
の
困
り
ご
と
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
3

人
の
議
員
は
鋭
い
論
戦
を
展
開
し
、
存
在
感
が

あ
り
ま
し
た
。

（
こ
の
勇
姿
を
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
方
に
見
て
頂

き
た
い
！
私
の
本
音
で
す
）

　

さ
て
、
今
回
の
議
会
は
、
改
選
後
初
の
議
会

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
方
が
傍
聴
に
来

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
傍
聴
に
お
越
し
の

際
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
あ
れ
ば
、
い
つ
で

も
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
！

〜
こ
ち
ら
事
務
局
で
す

控
え
室
へ

　
　

よ
う
こ
そ

控
え
室
へ

　
　

よ
う
こ
そ

ホームページで議会質問など公開中！　 http://www.jcp-oitasigidan.com　　☎097-537-5695（市議団直通電話）

　

現
在
、
国
会
で
審
議
入
り
し
た
共
謀
罪
に

反
対
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
請
願
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
審
議
は
総
務
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
請
願
の
紹
介
議
員
と
な
り

ま
し
た
が
、
総
務
常
任
委
員
会
に
議
員
が
い

な
い
こ
と
か
ら
、
最
終
日
の
本
議
会
で
請
願

の
不
採
択
に
対
し
、
質
疑
・
反
対
討
論
を
行

い
ま
し
た
。

　

本
議
会
の
議
決
の
結
果
、
日
本
共
産
党
の

ほ
か
、
お
お
い
た
民
主
ク
ラ
ブ
・
社
会
民
主

ク
ラ
ブ
・
新
政
ク
ラ
ブ
が
不
採
択
に
反
対
を

表
明
し
ま
し
た
が
、
自
民
・
公
明
・
新
市

民
・
無
所
属
の
議
員
は
不
採
択
に
賛
成
し
ま

し
た
。

6月議会予定
6月12日（月）　開会
　　16日（月）～20日（火）
　　　　　　　一般質問
　　21日（水）～23日（金）
　　　　　　　委員会
　　26日（月）　閉会

「生活を切り詰めて…」
厳しい介護労働者の実態を告発
「生活を切り詰めて…」

厳しい介護労働者の実態を告発
「生活を切り詰めて…」

厳しい介護労働者の実態を告発
「生活を切り詰めて…」

厳しい介護労働者の実態を告発
学校給食調理業務の民間委託、

子ども犠牲の行政改革は許されない
学校給食調理業務の民間委託、

子ども犠牲の行政改革は許されない
学校給食調理業務の民間委託、

子ども犠牲の行政改革は許されない
学校給食調理業務の民間委託、

子ども犠牲の行政改革は許されない

ご
意
見
ご
要
望
な
ど

お
寄
せ
く
だ
さ
い

岩崎 貴博 議員斉藤由美子 議員

一
般
質
問
の
制
限
時
間
は
60
分
！

　
　
　
　
　
　
　
　
時
間
い
っ
ぱ
い
、し
っ
か
り
声
を
届
け
ま
す
！

一
般
質
問
の
制
限
時
間
は
60
分
！

　
　
　
　
　
　
　
　
時
間
い
っ
ぱ
い
、し
っ
か
り
声
を
届
け
ま
す
！

　

岩
崎
貴
博
議
員
は
、
介
護
労
働
者
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

介
護
労
働
者
は
他
産
業
と
比
べ
賃
金
が

低
く
、
働
き
続
け
る
こ
と
が
困
難
な
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
「
生
活
を
切
り
詰
め

て
、
保
険
の
見
直
し
、
ガ
ソ
リ
ン
代
の
節

約
な
ど
、
そ
れ
こ
そ
10
円
、
20
円
を
切
り

詰
め
て
生
活
し
て
い
る
」
「
や
り
が
い
は

感
じ
る
の
に
、
賃
金
が
低
く
仕
事
を
続
け

て
い
け
な
い
。
」
と
介
護
の
現
場
を
離
れ

る
労
働
者
も
多
く
、
介
護
事
業
所
の
維
持

も
困
難
な
事
態
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
受
け
て
、
国
は
処
遇
改
善
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
未
だ
他
産
業
と
比
べ
7
万
円

の
開
き
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
国

に
さ
ら
な
る
処
遇
改
を
善
求
め
る
気
が
な

い
か
、
市
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
現
在
ま
で
の
実
績
を
報
告
し
、

「
今
後
も
国
に
対
し
処
遇
改
善
対
策
を
一

層
推
進
す
る
よ
う
引
き
続
き
求
め
て
い

く
」
と
、
前
向
き
の
答
弁
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
実
に
他
産
業
と
の
開
き
は
解

消
す
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一
刻
も

早
く
、
例
え
ば
市
独
自
の
補
助
政
策
を
行

う
な
ど
の
対
応
を
求
め
て
い
き
ま
す
。　

　

ま
た
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
の
問
題
で
は
、

市
民
の
納
得
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
の
立

場
で
、
執
行
部
に
中
止
を
迫
り
ま
し
た
。

企
画
部
長
は
「
〝
九
州
・
四
国
の
新
し
い

拠
点
づ
く
り
〞
や
〝
地
方
創
生
〞
の
立
場

か
ら
、
今
後
も
事
業
の
推
進
（
気
運
の
醸

成
）
を
図
っ
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
災
害
時
の
対
応
や
、
地
元

企
業
へ
の
経
済
波
及
の
点
で
説
明
は
不
十

分
で
す
。
理
解
を
得
ら
れ
た
と
し
て
話
を

進
め
て
い
く
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
一

方
的
な
事
業
展
開
を
許
さ
な
い
運
動
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
岩
崎
議
員
は
認
可
保
育
所
の
一

時
預
か
り
に
つ
い
て
、
労
働
行
政
に
つ
い

て
、
公
民
館
の
改
修
に
つ
い
て
、
生
活
環

境
（
下
水
、
道
路
）
の
改
善
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

　

初
質
問
を
終
え
た
岩
崎
議
員
は
、
「
緊

張
し
た
が
、
市
民
の
願
い
、
苦
し
い
現
状

を
伝
え
る
事
を
心
が
け
た
。
引
き
続
き
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。
」
と
今
後
の
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

学
校
説
明
会
で
、
多
く
の
関
係
者
か
ら

不
安
と
懸
念
の
声
が
上
が
っ
た
給
食
調
理

業
務
の
民
間
委
託
。
12
月
議
会
の
追
及
に

は
、
「
議
会
で
承
認
を
得
た
」
と
開
き
直

る
答
弁
で
し
た
。
今
回
、
斉
藤
議
員
は
行

政
改
革
の
観
点
か
ら
、
市
民
へ
の
説
明
や

合
意
が
不
十
分
な
ま
ま
に
強
行
す
べ
き
で

は
な
い
と
質
問
。

　

企
画
部
長
は
、
「
市
民
に
信
頼
さ
れ
る

行
政
運
営
を
基
本
に
、
市
民
視
点
で
行
政

改
革
を
行
う
」
と
答
弁
。
し
か
し
、
住
民

置
き
去
り
の
ま
ま
、
教
育
に
ま
で
踏
み
込

む
強
引
な
行
政
改
革
を
進
め
る
こ
と
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
今
後
も
問
題
点
を
追
及
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
年
一
月
か
ら
、
3
回
も
続
い
て
発
生

し
て
い
る
新
日
鐵
住
金
の
火
災
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　

火
災
後
、
市
議
団
は
新
日
鐵
住
金
と
大

分
市
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
文
書
で
「
再
発

防
止
や
施
設
の
点
検
、
住
民
へ
の
情
報
公

開
」
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。
今
議
会
で
も

あ
ら
た
め
て
、
火
災
原
因
や
今
後
の
災
害

防
止
対
策
の
情
報
公
開
、
老
朽
化
が
明
ら

か
な
施
設
に
対
し
総
点
検
を
行
な
う
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　

消
防
局
長
は
、
「
消
防
法
な
ど
に
基
づ

く
定
期
点
検
を
行
い
、
災
害
の
未
然
防
止

を
図
っ
て
い
る
と
し
、
火
災
原
因
に
つ
い

て
は
、
国
の
機
関
も
入
っ
て
調
査
中
で
あ

る
が
、
判
明
し
だ
い
報
道
機
関
を
通
じ
て

公
表
す
る
」
答
弁
し
ま
し
た
。
一
方
、
法

令
外
の
施
設
や
機
器
装
置
の
点
検
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
対
策
と
併
せ
て
企

業
サ
イ
ド
と
協
議
し
、
実
施
を
促
し
て
い

く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
郡
工
業
団
地
で
発
生
し
た
火

災
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
、
情
報
提
供
体

制
が
十
分
で
な
か
っ
た
点
を
た
だ
し
、
ガ

ス
タ
ン
ク
な
ど
の
危
険
物
施
設
の
周
辺
な

ど
で
、
大
規
模
災
害
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
、
周
辺
住
民
に
い
ち
早
く
災

害
状
況
を
知
ら
せ
る
情
報
提
供
体
制
を
検

討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

総
務
部
長
は
、
「
避
難
勧
告
等
に
つ
い

て
地
域
の
連
絡
網
も
利
用
し
て
体
制
を
構

築
し
て
い
る
」
と
答
弁
。

　

今
後
も
、
住
民
の
不
安
を
具
体
的
に
行

政
に
届
け
、
大
企
業
に
対
し
て
も
防
災
強

化
を
行
う
よ
う
声
を
あ
げ
ま
す
。

介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
！

新
日
鐵
住
金
の

　
火
災
事
故
な
ど
対
策
を
追
及

大分市議団

市
民
合
意
の
な
い

　
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
は
中
止
を

こんにちは　日本共産党大分市議団です


